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平成 24年度社会情報学部学際・総合型研究プロジェクト報告 
 
――《小特集》―― 情報社会における語学教育 
 
 
前書き  
 この研究プロジェクトは，「情報文化論」を学際的に充実させていこうとする努力の一環として，
継続的に実施してきたものである。文学や文化の問題を，社会情報学の中で新しく捉え直してみよう
というのがその趣旨であり，また，欧米と日本についての比較という関心も通底している。今回の《小
特集》は，１）平成15年度の「情報化時代における「教養」の意義———日本，英米，ドイツの比較———」
（第８回社会情報学部シンポジウム［2005. 1. 26］，及び『群馬大学社会情報学研究論集』第12巻の《小
特集》に成果発表），２）平成16年度の「文学メディアとジェンダーの歴史」（『群馬大学社会情報
学研究論集』第13巻の《小特集》に成果発表），３）平成17年度の「都市と文学メディア」（『群馬
大学社会情報学研究論集』第14巻 の《小特集》に成果発表），４）平成18年度の「翻訳と情報社会」
（『群馬大学社会情報学研究論集』第15巻の《小特集》に成果発表），５）平成19年度の「情報社会
と芸術」（『群馬大学社会情報学研究論集』第16巻の《小特集》に成果発表），６）平成20年度の「メ
ディアとしての歴史と文学」（『群馬大学社会情報学研究論集』第17巻の《小特集》に成果発表），
７）平成21年度の「作家・メディア・読者」（『群馬大学社会情報学研究論集』第18巻の《小特集》
に成果発表），８）平成22年度の「性愛とメディア」（『群馬大学社会情報学研究論集』第19巻の《小
特集》に成果発表），９）平成23年度社会情報学部学際・総合型研究プロジェクト「管理・監視社会
と自由・平等」（『群馬大学社会情報学研究論集』第20巻の《小特集》に成果発表）に続く，10）平
成24年度社会情報学部学際・総合型研究プロジェクト「情報社会における語学教育」の成果発表であ
る。以下，本研究の当初の問題意識，各論文の骨子，論文間の脈絡及び追加的考察，研究で得られた
知見及び感想，これまでの学際・総合型研究プロジェクトとの関連性及び補遺，そして最後に，今後
の課題を含めたこの10年間の一連のプロジェクト研究の総括を，順を追って簡略に述べておきたい。 
 
＊      ＊     ＊     ＊     ＊ 
 
 私自身が受けた 1970年代初めの大学の語学の授業は，まだ誠に高踏的，教養教育的なもので，ドイ
ツ語は，１年で文法を上げると，いきなりルターの神学論を読まされ，辞書にも出ていないような語
彙が散りばめられた古風なドイツ語に文字通り呻吟させられた。英語は Shakespeare，Charles Lamb，
Northrop Frye，Henry James，Herbert Read など，いずれ劣らず難解なテキストの講読が主であった。
それでも精一杯背伸びし，また相当にお茶を濁しながら，何とか凌ぎ通した語学の授業は，大学の教
養教育らしさを身一杯に浴びた授業でもあった。当時下宿していた，はるか戦前に遡るに違いない，
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旧制高校的な雰囲気の染みこんだ老朽木賃アパートでの生活も，まるでその建物に感化されるかのよ
うに，どことなく旧制高校生風になっていった。 
 1970年代末に英語の教師となった私は，そのような教育環境のゆえに，教養的な内容の講読をする
ことにいささかの迷いもなく，かなり高級な内容の英語のテキストばかりを選んで教えた。大学の授
業とはそういうものだと思っていた。花売りのおばさんたちといつもすれ違う上野発の始発電車の中
で，眠い目を擦りながら難解な英文の下調べをしていたのをよく覚えている。しかし時代はすでにポ
スト・モダン，学生たちは一部を除き，古典に対しかなりドライになっていた。ギャグがコミュニケ
ーションの潤滑油となっていて，生真面目な訳読という授業形式は，教員である自分自身にすら，芸
がなく単調に感じられもし，特にテクストがやま
、、
のない箇所にさしかかると，教養的価値すら心もと
なく，学生たちに対して申し訳ないような気持ちにさせられた。 
 大学でも世間でも「もっと役に立つ英語を」という声が高まってきたのを潮に，船から飛び降りる
ような気持ちで「実用英語」の海に身を預け，状況別英会話，英語のプレゼンテーション，リスニン
グ，TOEIC，日常会話，映画，ドラマ，総合教材などを手がけていった。自分自身，幾つもの語学学
校に通った。授業準備は前にもましてせわしいものになったが，肝腎の授業効果は，訳読よりも怪し
いものであった。あてどのない，場当たり的な授業が，10年くらいも続いたように思う。 
 阪神大震災とオウム事件の年，教養部は空に昇る煙のように消え，語学教員は各学部に散り散りに
分属となった。その頃からか，学生の英語の基礎力が目に見えて落ちてきたので，それまでも細々と
ながら行ってきた基礎事項の復習を拡充し，授業の前半を基礎に，残りの半分を，主として比較的平
易な，談話体に近い英文を読んでいく（訳読式の）授業形式に転じた。英文テクストを，実用と教養
の両方に資するよう塩梅することは，やってみるとそれほど困難でもなく，わりに上手くいったが，
英語の基礎を教える部分は，構文を教えたり，文法を教えたり，語法を教えたり，語彙を教えたり，
日常表現を教えたり，今年こそは，と模索を重ねても，どこか急所を外れているような不全感が，教
員側にも学生側にも残った。教えた基礎の知識が，読解に役立っているという即効感が薄かったのだ。 
 それからやはり 10年ばかりを経た 2007年くらいからだったろうか，インターネットの利用が日常
化して「情報社会」も実質を持ち，「社会情報学」に対する個人的な方針もある程度定まるにつれ，
英語の授業に割ける時間と体力が少しずつ回復してきた。重ねた馬齢に免じてもらい，結局のところ
他人の褌にすぎない市販の英語教科書に別れを告げ，自分のテキストを作ることにした。しかしこの
ささやかな独立宣言も，実は「情報社会」の恩恵を蒙ったものでもあった。パソコンとインターネッ
トと高速の複写機がなければとうてい実現できなかったであろう。英語の基礎部分についてのテキス
トを書くのは，かなり時間を取る作業であったが，自分自身が大学生であった時にこうしてもらいた
いと思っていたことを自分はやっと果たしているというカタルシスと，また自分自身の取り散らかっ
た頭の中が漸々整理されていく感じがあって，やっとゆきずりのような授業の虚しさから抜け出すこ
とができた。これまでの授業経験から，学生たちの弱いところ，間違えやすいところを中心に，文法，
構文，語法，語彙について，どのテクストを読む時にも必ず役立つようにと思案を重ねながら，講義
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調で書いていき，それを自宅で読んでくる自習用のテキストとして配布，毎年補充・改訂していくこ
とにした。無論，それによって俄然，学生が目覚ましい進歩を遂げるようになったと言えばお伽話で
あって，なかなかそうは問屋が卸してくれなかった。１度復習したからといって，多くの学生の頭に
は簡単に定着してくれるはずもない。それでも，ようやく自分が手応えを感じることのできる英語教
育への足がかりを見つけられた気がして，少しばかり嬉しかった。 
 しかし好事魔多し，案の定，中央と世間（大学）から横槍が入り始めた。火元は経済のグローバル
化の影響で中国や韓国等の経済新興国に抜かれまいと焦る経済界からであろう，再び「役に立つ英語
を」という声が，以前よりも声高に，文科省経由で大学にも届き，TOEIC や TOEFL を１つの到達基
準とするよう督励された。せっかく苦心して築き上げてきた英語教育から，再びあの漂流生活に連れ
戻されるのかと，ようやく溌剌とし始めていた授業に不安の暗雲が兆した。折しも福島原発事故が起
こり，この日本社会は一体どうなっているのかと，疑心暗鬼に囚われたりした。 
 一方ドイツ語やフランス語は，英語のように教育内容についてまで容喙されることはなかったもの
の，カリキュラム上，選択必修から外されたり，教員の後任補充がなされなかったりと，冷遇に晒さ
れ続け，かつては賑やかだった群馬大学旧教養部の第二外国語の facultyも，今はわずかに３名を数え
るばかりになってしまった。研究室の並ぶ廊下を歩いていても，寥々として今昔の感に堪えない。「英
語はバッシング，ドイツ語はパッシング」という冗談にも，不甲斐なく笑うほかなかった。 
 
 以上，時に時流に流され，時に流れに棹さしながらの，一語学教員のコマネズミのような生活を簡
略にたどってきたわけだが，こうした経験は，ひょっとしたら私個人の特殊な事例というよりは，日
本の大学においてかなり広範に見られた語学教員の生態ではなかっただろうか。そうであれば，それ
は日本の（西洋語の）語学教育 200年の歴史の中にどう位置づけられるのか，現在の語学教育を取り
巻く環境はどうした経緯でこのようになってしまったのか，実社会の利害の絡んだ要求と大学におけ
る人間教育的な使命との間に happy meanはあるのか，社会の高度情報化という，現在も静かに進行中
の革命的状況を考慮に入れると，これからの時代にはどのような語学教育が望ましいのか，またその
理由や条件は何か———大略，そのようなことが，このプロジェクトを始める前の問題意識であった。 
 
＊      ＊     ＊     ＊     ＊ 
 
（A）「日本における英語帝国主義———英語帝国主義と外国語教育」は，英語教育に対し近年打ち出さ
れてきた政府の施策———中学・高校の英語カリキュラムでのコミュニケーション重視，英語公用語化論
（社内公用語として一部で実現），小学校への英語教育導入，TOEICや TOEFLの大学教育／入試での
活用———を１つ１つ取り上げて，それらが，いかに過去の歴史に学ばず，英語教育の実際を知らず，先
見性のない思いつきによって採られた，失敗を免れない施策であるかを指摘している。その背景にあ
るのが，「英語帝国主義」という巧妙に仕組まれた戦略的イデオロギーと，それにいとも簡単に呑まれ
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てしまう日本の「意思決定」層の不甲斐なさと，われわれ庶民の他愛もない従順さである。真のコミ
ュニケーション能力も批判的思考能力も社会に根づかぬまま，未だ「敗戦後」を引きずっていると言
っていい日本は，英語のできるエリート層と，できない「その他」の層の知的階層化（植民地的分断）
へ転がり落ちようとしているのだろうか。 
 その「英語帝国主義」の悪しき影響をまともに受けているのが，往年には英語と同等，ないしある
時期には，それに勝る扱いを受けていたドイツ語教育である。戦後の教育改革では，大学で教えられ
るドイツ語の時間数は，旧制高校に比べ，英語以上に大幅に削減され，すべてアメリカ中心の考え方
の中で，次第に英語への一極集中と，独・仏語の周縁化が進行し，かつては文法学習が終われば，ド
イツ語の古典作品が読まれていたのが，今は昔の夢物語と化し，きわめて制限された状況の中で，何
をどう教えたらよいか戸惑わざるを得なくなってきている。ドイツは，「原発」「環境問題」「少子高齢
化」「社会保障」「学力低下」など，日本と共通する問題を抱えながら，政府や国民が日本よりも大人
の態度で取り組んでいる社会である。そういう文化に対する情報の窓口を狭めてしまうことは，果た
して政府のこだわる国益にプラスに働くのだろうか。いずれにせよ，「英語帝国主義」を見直すために
も，英語を相対化する手段を持とうとするのが，「国家百年の計」と言うべきであって，歴史的，文化
的に豊かさを蔵し，「英語帝国主義」に対しても着実に手を打ちつつあるヨーロッパの主要国に学ぶこ
とは，時宜に適った施策にもなるはずなのだが，やんぬるかな，事態は逆の方向に動きつつある。 
 
（B）「『平泉=渡辺論争』の再検討」は，（A）にも少し触れてある，1974–75 年の「平泉=渡辺論争」
を分析したものである。40年も前の論争なので，現在の英語教育に直接関るものとして言及されるこ
とは少なく，歴史上の論争として扱われることが多いようだが，なかなかどうして，日本の英語教育
の根幹に触れており，現在でも relevanceを失っていないと思われる。 
 平泉と渡辺は議論が真っ向から対立しているために，読者はどちらか一方を支持し，もう一方は否
定するスタンスで読みがちだが，実は二人の議論は，幾つかの暗黙裏の共通認識に支えられており，
それがあればこそ興味深い論争になっているわけだ。そこでそれらの共通認識を抽出し，群馬大学の
ような中堅地方国立大学の教育現場に適用できるかどうか吟味してみると，ほとんどが現在でも通用
するものであることが分かる。それらは，現在進行中の「英語教育改革」に対するリトマスとしても，
意義ある役割を果たし得るように思われる。 
 続いて，その１つ１つの共通認識に対し，平泉・渡辺両氏が取っている大きく異なるアプローチを
批判的に考察してみた。どちらか一方が支持できる場合，どちらも正しく，中庸が求められる場合，
どちらも現在では支持できない場合に分かれ，両氏の主張は，それぞれ根拠を有しているのは確かで
あっても，どちらも自己撞着や時代的な制限を抱えていることが多いように思われた。このように本
論は，原則的な認識は共有していても，両氏とは少し隔たりのある英語教育観に導かれたのだが，そ
の違いは，この論争以後急速に進展した日本の情報化に大きく起因していることが改めて確認された。 
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（C）「情報社会と大学英語教育」は，（B）の考察を承けつつ，特に 1990 年代以降の社会の「高度情
報化」という視点を導入して，現在，及び将来の大学英語教育はどうあるのが望ましいかについて卑
見を述べたものである。 
 まず大学英語教育の現状分析として，３つの主要なポイントについて論じた。 
１） 日本に現在流布している英語教育についての幾つかの「神話」を挙げ，（B）の共通認識に照
らしつつ，その神話たる所以を指摘した。 
２） 大学の英語は「教養教育」の一環として実施されてはいても，「教養」概念が摩耗して（平
板化して）いるために，大学内ですらコンセンサスが得にくい状況にある。「教養」概念の複層
性を説明した上で，英語教育がどのようにそうした教養的価値に貢献し得るかを解説した。 
３） これまでもっとも手ひどい糾弾を受けてきた文法・訳読という教授法の再評価を行った。 
  次に，社会の情報化との関連について，やはり３点に絞って論じた。 
１） 大学の授業全体が，情報化によってその意義を問い直されていることを指摘した。従来それ
で済まされていた一方通行的な講義は，急速に意義を失いつつある。またこれまでの英語教育
には「ネイティブ信仰」があったわけだが，「ネイティブ」であっても，ただ英語を話してい
るだけでは，英語字幕付きのDVDよりも非効率になってしまっている。 
２） 情報機器を上手く活用すれば，これまで不可能と考えられていたことでもある程度可能にな
っていること，例えば，日本にいながらにして英語を「話す」能力を高度化するのはまず無理
というのが定説であったが，熱意さえあれば，そうでもなくなってきていることを説明した。 
３） 「社会情報学」的視点から見ると，言語というメディアは，新聞やテレビなどのメディアと
は異なり，人間そのものと密接不可分な関係にあるがゆえに，言語教育としての大学英語教育
も，その扱いには長年の教授体験に培われた経験知が要求されること，言語に対するよほど透
徹した洞察がないかぎり，ついつい口当たりのよさに釣られて，うまくいくはずもない施策に
甘い夢を見てしまう危険性があることを述べた。 
 
＊      ＊     ＊     ＊     ＊ 
 
 （A）の「英語帝国主義」という観点を（B）に適用してみると，平泉の議論は，5％の英語「選良」
を「国家」のために育成しようとする案であるから，「英語帝国主義」の受容を前提としているように
見える。ただ平泉は， 95％の日本人は英語を学ぶ必要はなく，そのエネルギーを他に振り向けたほう
がいいと言っているのだから，善意に解釈すれば，国民の分断案というよりも，日本語と日本人を「英
語帝国主義」の牙から守ろうとしているとも解釈できる。 
 しかし私のような庶民に言わせれば，外国語を学校教育で少しでも学べたことは何らかのプラスに
なっている実感があるので，それが英語であれ，スペイン語であれ，韓国語であれ，やはり外国語学
習の教養的価値を最初から奪われることには賛同しかねる。やがて自分は語学にはまったく向いてい
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ないと悟るにしても，ともかく最初の機会だけは均等に与えてもらいたいものだ。平泉案にはエリー
ト特有の，悪い意味での paternalism の気味がある。望む者は誰でも英語が学べるようにしてあるとは
いっても，受験に英語が課せられないのなら，おそらくほとんどの生徒は履修しないであろう。 
 一方「英語必修」をよしとする保守派の渡辺の考えは，皮肉なことに，「英語帝国主義」側から見れ
ば，これほど都合がいいものはない。立場を逆にして，アメリカの全国民が，母国語である英語より
多くの時間を割いて，日本語を必修していると想像してみればいい。日本語の教材，「ネイティブ」ブ
ランドとしての日本人教師，日本語の資格試験，その対策本，日本語会話学校，日本の大学への海外
からの留学生———何億という学習者をターゲットにした巨大市場が生まれてくるではないか。「日本人
ネイティブによる，日本語オンリーの日本語授業」でなければ効果はありませんよ，という神話を，
アメリカのその筋に吹き込んで，社会全体に定着させてしまえば，100年は安泰であろう。 
 私のような英語教員は，渡辺と同じく，英語教育を生業としているわけで，どうやったところで「英
語帝国主義」のお先棒担ぎになってしまう。英語教員という職業を選びながら「英語帝国主義」を批
難するというのも，傍から見れば面妖であろう。私が英語に興味を抱いたのは，英米文化に魅かれた
からで，「英語帝国主義」の庇護を蒙るつもりはなかったし，将来英語教員になろうなどとは思っても
いなかった———と，そのように弁解してみたところで，その魅力ある世界とやらを垣間見せてくれたの
は，まさに明治以降の，西洋に対する劣等感と憧憬に基づく，半ば強いられたような英語教育のお蔭
であるのだから，間接的にせよ「英語帝国主義」の翼の陰にいることに変わりはない。少なくとも世
間はそうとしか見ないであろう。 
 英語は，日本語やバスク語と同じく，１つの個別言語にすぎない。長所もあれば短所もある。イタ
リア語やフランス語の詩を英訳したものを見ると，やれやれ英語はこんなにも貧血症の言語だったの
かと愕然とする。つまりこれを逆に言えば，英語の至らぬところは他の諸言語が補ってくれていると
いうことでもある。世界にあるすべての言語は，その多様性を以て，この三千大千世界の森羅万象を
できるだけ感受し表現していると考えれば分かりやすい。そうであれば，英語を普遍語としてやたら
持ちあげるのも，日本語について国粋的になるのも，等しく偏頗な考えと言わざるを得ない。 
 英語学習を否応なく強制されている今日の状況は，確かに不自然で面白くないが，当面日本に与え
られた，乗り越えていくべき試練（challenge）として見る他ないであろう。見方を変えて，一身にし
て二生を経る僥倖と，逆転の発想をするのもいいかもしれない。いずれにせよ日本人の英語教員は，
こうして突きつけられた難題にどう対処するか，身を以て範を示す役割をも担っている。学生はいろ
いろな英語教員たちの姿を見て，自分の態度を形成するための１つの判断材料にするであろう。 
 
 （A）と（C）で共通して強調されているのが英語教育に対する神話，つまり俗耳受けしやすい捏造
情報である。ビジネスでも神話が形成できれば嘘のようなことがまかり通るようになる。「マイホーム
は一生の夢」「土地は値下がりしない」という神話があればこそ，多くの日本国民は，老齢まで完済で
きない住宅ローンを組んでは，建て売り住宅やマンションを買い，銀行や不動産業界や建築業界を支
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えてきた。リストラでローンが払えなくなれば，家を差し押さえられ，多額の債務だけが残る仕組み
になっている。そういうからくり
、、、、
の実態は教育もマスコミも教えてくれはしない。たまに住宅ローン
破産が深刻そうに取り上げられることがあっても，時代の犠牲になった不運な人がここにいるという
語り口で紹介されるにすぎず，老獪な社会システム自体にメスが入れられることはない。「原発は絶対
安全」「原子力はクリーン・エネルギー」は，原発ビジネスの前を進むブルドーザーの役割を果たした。 
 英語教育においてもいろいろな神話が作られ，あるものはがっしりと根付いて，ビジネスや英語教
育行政で巧妙に使われてきた。「学校文法が英語教育をダメにする」とか「訳読はもう古い」とか「ネ
イティブでなければモノになる英語は教えられない」などは，世間でもう完全に根を張ってしまって
おり，（C）でも指摘したのだが，その頑強さの前には，どんな批判をしたところで，時代遅れの英語
教員の世迷い事として葬られるだけのこと，蟷螂の斧にすらなるまい。今は TOEFL／TOEIC 神話と
「英語は早期教育」神話が創成中で，どちらも生き馬の目を抜くようなビジネスや国際政治の利害と
赤い糸で結ばれている。 
 特に「バイリンガル」神話というのが性
たち
が悪く，人々を惑わし続けている。くどいようだが，平均
的な日本人がバイリンガルになることは決してないし，なったとしてもそれが言語生活上の幸せに通
じているわけではない。バイリンガルだったキョウコ・モリの次の証言が委曲を尽くしている。 
 
 わたしはよく人から、二カ国語ができていいねと言われる。けれど，本当にそうだろうか。言葉なんてたとえればラ
ジオのようなものだろう。特定の局———英語放送か日本語放送———を選んで，そこにダイヤルを合わせなくてはいけない。
もちろん，一度に両方を聞くことはできない。局と局のあいだには，雑音が流れているだけ。でも，このごろは気がつ
くと，その雑音を聞いていることがある。ダイヤルを完全に日本語放送に合わせてしまって，例の小鳥の鳴くような女
性の声を聞くのが怖いから。それに，日本では日本語を話そうと努力していても，頭のなかはやはり英語のままだから，
いくらダイヤルを回しても，本当に言いたいことが口にするのにふさわしい言葉に変換されるわけではない。だから，
いつも大急ぎで日本語に翻訳しようとするのだけれど，気持ちなんてとても訳しつくせない。声もやっぱり外国人の声
のまま。（キョウコ・モリ『悲しい嘘』〔青山出版社，1998〕p. 25） 
 
 （A）で論じられている，英語教育行政における「コミュニケーション」概念の貧弱さは，（C）が
指摘している「教養」概念の平板さとペアになっている。会話文例集の取って付けたような文句や，
クリシェばかりの文や，文法や発音が出鱈目の発話は，死んだ，ないし滑稽な言葉としてしか遇され
はしない。コミュニケーションが生き生きしたものになるのは，発信者が，生き生きとした自らの知・
情・意を，相手とその場の文脈に配慮しながら，それを写し，かつその人の個性に似合った姿の言葉
に織り成して発する場合である。文法も語彙もイディオムも語法も構文も未熟な中高生や大学生に定
型的，人工的な会話文例をいくら教えたからと言って，それでどうなるものでもない。それは，教養
速成講座を開くのに似ていよう。教養は，その高次の定義においては，人間の知性と心技体の全てに
関わる総合的な概念であって，厳しい躾と長い時間がどうしても必要になる。disciplineを欠いた教養
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など，学生から「パンキョー」と軽んじられてもしかたのない代物でしかない。「コミュニケーション」
もそれと同断である。小林秀雄が，訥々とした英語で米兵を泣かせた話は有名だが，その方がまだし
もコミュニケーションの意を体している。communicate の原義は share である。他とわかち合うべき
良いものを持っていれば，カタコトでも通じることがあり，それは中身のない流暢な英語よりも高い
価値を持っているだろう。 
 産業界が英語教育を，ビジネス英語に特化したものに変えようとしているところは，戦時中の軍事
教練を思わせる。「赤紙」１枚で国民の多くを戦地に送り込み，近隣諸国民に塗炭の苦しみを与えたの
みならず，同胞たる日本兵の多くを病気や飢餓や「バンザイ突撃」で死ぬに任せ，戦後は責任者の一
言の公的な詫びもなく，今日まで有耶無耶で来たことは，如何に理念と深慮と責任感に欠けた意思決
定であったかを物語っている。あの戦争で，日本及び日本人は，数世紀はかかるに違いない倫理的負
債を背負わされてしまった。（無論，連合国側は悪くなかったと言うようなつもりは毛頭ない。）そし
て今度は原発が，驚くほど似た構図で，数世紀ではとても済みそうにない厄病神をわれわれの尊い国
土に取り憑かせてしまったのである。 
 軍事教練は，マニュアルに従って厳しく教えれば一定の成果は出せようが，言語教育はそうはいか
ない。言語は，人間が作り出したものの中で最も生命現象の生理を分有したものであるがゆえに，機
械的な分析を許さず，その教育は，システム化，マニュアル化を本能的に忌避するからである。共通
教科書を使い，同一の教授方法で，同一の達成度テストを行うというのは，科学的・産業的思考の陥
りやすい考えであるが，それは小説をマニュアルに従って書くというのに似て，うまくいくはずもな
い。効果の上がらぬまま，数年を経ずして，教える側も学ぶ側もうんざりするようになるのは目に見
えている。言語教育行政は，高い見識と豊富な経験のある人物ばかりが奇跡的に集まったとしても，
よほど慎重に事を運ぼうとするだろう。2013年 4 月 22 日の自民党教育再生実行本部が出した「成長
戦略に資するグローバル人材育成部会提言」は，TOEFLを入試や卒業要件へ活用することを盛り込ん
でいるが，それが如何に現実離れをしたものであるかについては，あちこちですでに適切な批判がな
されているので此処に繰り返さないとしても，「成長戦略に資する」ために大学英語教育を利用しよう
とする彼らは，戦時中と同じく，国民をただの利用できるコマとしてしか見ておらず，大学生１人１
人の人間的な成長についてほとんど配慮していないようである。教養などというものに拘泥していら
れないほど，日本経済を取り巻く情勢が逼迫しているということなのだろうか。非正規雇用は拡大の
一方で，さらに「国家戦略特区」を設けようとするなど，社会主義が嫌いな私のような人間にすら，
資本主義に内在していた軍隊性と冷血性が，かつての偽善の化粧が剥げ落ちる下から，急速にその素
顔を覗かせつつあるように見えるのである。———「〔現代は〕ひとしく狂熱にうかされて，科学も，政
治も，文学も，芸術も，個性とか，様式とか，思想とかに反逆して，全体という驚くべきものにうつ
つをぬかしている。そして，個性をゆがめ，こねまわし，麻痺させ，絶滅してしまう。…（中略）…
そして大部分の生きている者たちが，この常軌を逸した現象に加担している。」（C. アヴリーヌ） 
 今生き残りのためには，企業に資するどんな専門性や技能や資質を持っているかが問われるとされ，
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大学生も，教養などに時間と労力を投資するよりは，なりふり構わず就職適性を身につけようとする
だろうから，TOEIC と言われれば TOEIC を，TOEFL と言われれば TOEFL を受験し，なるべく高い
点数を取るよう努力するに違いない。そういう習いが受験体制を通じて見事に性となっているのは，
大学の教室でもよく見て取れる。大学も生き残りをかけて，卒業生の就職実績を少しでもよくするた
めに，英語教育を TOEFL／TOEIC 受験対策に当てるようになるだろう。その結果，どのような人間
が生まれることになるのかは証明のしようもないが，ごく常識的に考えると，日本人全体の知的・人
間的魅力は，戦時中のように落ちていき，それによって結局は，経済的な面でもジリ貧を招くのでは
なかろうか。今までも日本の企業戦士たちの不気味さと無教養ぶり（幼稚さ）は，外国の小説や映画
や私的な会話の中で sarcasm の恰好の標的にされてきたのであるが，その陰鬱な暗い火に，これから
さらに多くの油が注がれるのであろうか。経済界，政界の大立者で，英語教育について筋目の正しい
発言をする人を寡聞にして知らないが，そのこと自体，日本の将来を危ぶませるに足る。 
 しかし日本人の大学生全員が，レミングのように，日本のこうした盲流に呑み込まれてしまうとは
思いたくない。聡明な青年は，専門性というものが，彼らを既成の社会システムに取り込むための餌
になっていることを察知し，人間としての自分をそこから救い出してくれる教育理念として，「教養」
が———たとえ今は棚晒しの状態ではあっても———措定されていることを悟るに違いない。（C）にも述べ
ておいたが，高度情報社会は，有り難いことに，その気にさえなれば，教養も語学力も自分で磨いて
いくことが可能な社会である。彼らは，大学の，お座なりで，気骨のない教養教育に見切りをつけ，
本物の教養や語学力を身につけるべく，自己修練に勤しむであろう。その限りでは，日本の英語教育
がどうなろうが，それに惑わされずしっかりと正道を歩む日本人はいつもいてくれるのかもしれない。 
 
 英語教育を「抜本的に見直す」というのは，魅力的な響きを持つ言葉だ。平泉のような政治家や官
僚，あるいは大学の知識人で，英語の達者な人たちが，大学の英語教育はもう少し何とかならないも
のかと歯がゆい思いに駆られるのは何となく分かる気がする。というのも，私自身，そういう気持ち
に駆られていた時代があったからだ。大学院生で，予備校で教え始めた頃のことで，それまでの英語
教育は，ピントのずれた時代遅れのものだと思い上がり，最も肝腎なことからきちんと教えていけば，
誰であれ必ず英語は上達するという溢れんばかりの自信を持っていた。そしてそういう自信が生徒た
ちを引きつけ，実際に効果がある程度上がったように見えたのである。しかし現実は生易しいもので
はなかった。その現実を知るだけでも，少なくとも数年の教授経験が必要であろう。 
 現在の私が当時の青年の私を眺めていたら，複雑な微笑を浮かべはするであろうが，諌めはしない
と思う。青年的な客気は，老年の視点から見れば愚かであろうとも，その愚かさによる人間的ドラマ
がなくては，彼は成長せず，またこの娑婆世界も，分別臭く面白味のないものになってしまうからだ。 
 実際，冒頭に述べたような私自身の右往左往の教育経験は，自業自得の間抜けな苦労に見えるかも
しれないが，私はそれによって，英語教員として少なからず鍛えられたのである。現在の私が英語教
育について抱いている見解は，そうした体験がなければ，身についたものにはならなかったであろう。 
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 しかしそれは個人の自由意思による愚かさであり冒険であるからこそ価値があるのであって，政府
が全国の教育を抜本的に変革し統制しようとすると，話はまるで違ってくる。意識的には善かれと思
っているのに，結果的に惨憺たることになってしまうのだ。それは，それぞれの語学教員がせっせと
肥料を入れ，毎日水を与えて作物を育てている丹精込めた畑に，突然巨大なブルドーザーを入れて土
を全面的にひっくり返し，全国一律にモンサントのカラス麦を植えよ，と命じるに等しいからである。
そんなことをすれば，外国語教育は，強制的な息苦しいものになり，特にその教養的意義は間違いな
く息絶えてしまうであろう。今教員が一所懸命に取り組んでいる，現場に合った教材開発やさまざま
な工夫は烏有に帰し，大切に育んできた夢も萎びてしまう。個人の不可避な愚かさは，高級な喜劇的
精神を以て眺めていられるが，権力の誤算は広域に及ぶ惨禍しか齎さない。原発を見てみればよい。
あれを笑えるだろうか？ 
 現在生起しつつあることを全体的な流れの中に置いて見てみると，決して権力側の偶発的な蹉跌と
して片づけられないような，なるべくしてこうなっているというふうな，どこかカフカ的な薄気味悪
さが感じられる。時代が，社会的潮流そのものが，抗い難い “Juggernaut” の気味を帯びている。何か
のカタストロフィーの予兆でなければよいがと思う。 
 しかし万一外国語教育行政が，これまでの惨めな失敗を謙虚に認め，本当に役に立つ———つまり，現
場の教員と協力し合う———意思決定をするようになれば，私の官僚観はまるで違ったものになり，信頼
と敬意を寄せるようになるだろう。信頼こそ，新しい文明のための礎といっていいものだ。現状の相
互不信は，日本の外国語教育の健康を甚だしく損ねている。外国語教育行政など，目を向ける人の少
ない地味な領域であるが，そうしたところで取られるささやかな文明的一歩の意義は，決して小さく
ないはずだ。 
 では具体的にどんな協力が可能であるというのだろう？ その１つの例が，（A）と（C）で共通して
いる主張———教員養成の必要性———である。語学教育をよくしていくには，語学教員の語学能力を高め
ることが，無駄のない堅実な方法である。しかし現在の国立大学の語学教員は，サバティカルもなく，
日々の授業とその準備，さらには各種委員会の業務で繁忙な生活を強いられ，長期休暇は，皺寄せの
来た研究の皺を伸ばすのに消尽される。語学力自体を伸ばしたくはあっても，そのための時間がなか
なか捻出できないのが実情だ。語学教員には自己研修の時間を十分に与えるのが賢者の施政というも
の，官僚好みのコストパフォーマンスで言うなら，語学教員が当該言語を闊達に使えるようになれば，
それは定年までずっと再利用できる，減価償却費ゼロの設備になると考えてみては如何であろう。 
 悲しむべきことに，語学教員は語学さえきちんと教えていればいいのであって，余計な研究などは
しなくてもいいという暗黙の合意が，社会にも大学内部にもあるような気がする。何だかウサギ穴に
落ち込んだアリスのような気分になるが，私自身の意識ではあべこべで，語学教員や翻訳者ほど，実
に様々のことに通じていなければならない職種もそう多くはない。外国語の変幻自在の言語テクスト
と何とか付き合っていくためには，古今東西の，高級なことから下情に至るまで，よくよく親しんで
いなければならないし，また豊富な人間的，社会的体験も必須だ。自分のものになっていない生半可
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な知識では，上手く教えたり訳したりすることは望めない。実際，英語を長年教えてみると，自分が
どれほど英語を分かっていないか，世間知らず，教養不足であるかが骨身に沁みて分かってくる。恥
かしいようなミスも，いつまで経ってもなくならない。大袈裟に聞こえるかもしれないが，人一倍の
研究をしても，せいぜい半人前の語学教員になるのが関の山なのであって，研究を怠ればどこまで落
ちていくことか……そのことが世間（大学）ではほとんど理解されていないのではないかと思う。 
 
 詮ずるところ，現在の教育の窮状の多くは，文教予算の貧困に帰せられるようだ。文教予算に吝嗇
である限り，日本の明日は暗い。R&Dに金を惜しむ企業は淘汰されるのが世の習い，国のR&Dこそ教
育であり，口幅ったいようだが，将来の世代には，何としても現世代の情けなさを乗り越えていって
もらわなければならない。税金の最も賢明な投資先は教育である。深い教育のある人間が多くいる国
ほど文明国に近いのであって，文明人であれば，馬鹿な出費は極小で済むがゆえに，最大の経費節減
にもなる。浮いた予算と人材と社会的エネルギーは，将来のための新たなインフラ構築の事業に回せ
ば，そこに新たな職———それはやりがいのある職となるはずだ———が生まれる。（経済学者はなぜ，何を
措いても，その実行可能なビジョンを示すような研究をしないのだろう。）既得権益を維持し肥えさせ
るために，天文学的な額の国債を発行して将来の世代を債務地獄に縛り付ける———現世代に未来世代の
パイを先取りさせる———のは愚策というよりも，巧妙な横奪である。しっかりした家庭は，親が弊衣，
粗食，茅屋に甘んじても，子供の教育のために金を積み立てる。子供にだけは自分のような愚かしい
人生を歩んでほしくないからだ。国も，しっかりとした国でありたければ，そういう最低限の倫理（文
明心）を働かせてほしいものだ。高額の授業料と生活費を，親からの仕送りだけでは賄いきれない多
くの大学生は，アルバイトで疲れ果て，授業に集中できていない。それがおそらく，現在の日本の大
学の学力低迷の最大要因ではないかと思う。 
 そしてもう１つの難関が，政府が教育に金を使うとしても，金は出すが口はなるべく出さないとい
う大人の態度が取れるかどうかである。民主主義というのは，多くの人が指摘するように，他の政体
に劣らず，経年劣化で次第に悪くなっていく政体であり，現在の日本がそのよい標本である。今年（2013
年）の夏の参議院選挙では，政権与党が「ねじれ解消」を選挙の争点にし，それをマスコミは格別非
難することもなく報じ，「良識の府」の存在意義とは一体何なのか，私にはさっぱり分からなくなって
しまった。教育などの長期的な展望を要する最重要事は，本来なら参議院にこそ優先権を与えるべき
であり，参議院議員立候補者は，政党に所属していても別段構わないが，そうした人間には国民が自
ずと票を入れることを憚るような文明の風がありたいものだ。既得権益を代表する権力が教育を仕切
るようになると，近親結婚的に血がますます濃くなっていき，ついには病膏肓に入ってしまうだろう。 
 しかし日本も民主主義も，物理現象とは違って人間的事象なのだから，よい方向に向き直る機縁も
ないわけではない。その１つが，教育者の多くが，権力に阿らない自立心と無私の精神（robust 
independence and selfless dedication）を有し，自分たちの力で教育を構築し，大切であると合意された
知識や考え方や生き方を，次世代の人間に伝えると同時に，今の人間の持たない優れた価値を創造し
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実現していく力を，子供たちが育むよう導いていける実力と権限を持っている場合である。即ち民主
主義は，教育の世界においてこそ，その達成度をよく測定できるし，教育は，そこを民主化すること
によって，国が正道を歩むよう，時間をかけた軌道修正ができる場（メディア）なのである。逆に政
府が，教育を自分たちに都合のいい人間を大量生産する工場システムのように考えたり，教員を自分
たちより劣った人間として指導・管理したりしようとすると，今でさえすでに息絶え絶えの近代民主
主義の末路はさぞ哀れなものになるであろう。教育もマスメディアも，権力批判の能力を持つことが
その真面目の１つであり，その保証が，社会の「自由」の要石なのであるが，現在はそれが逆になっ
ていて，人民の批判の自由を封じることを以て，権力の醍醐味が味わわれている節がある。 
 
 （B）で挙げてある，大学の英語教育を考える際の重要要素———１）「学生」，２）「教員」，３）「教
授法」，４）「クラスサイズ」，５）「時間」———について，ここに少し補っておきたい。 
 １）「学生」では，受験勉強を勝ち抜いてきたソツのない学生というよりは，中等教育を終えた段階
で，基礎的知識を堅実に修得しているとともに，「学ぶ意欲」を強く持った学生こそが，大学に来るに
価する学生であろう——— 
 
… For those who aren’t curious, alive and hungry to learn, going to college and then moving on to a job they could have had anyway 
is no doubt ill advised. But that’s not everyone. There are plenty of young people out there who will end up in jobs that don’t demand 
college degrees: yet college is still right for them.  
 Thirty-five years of teaching has taught me this: The best students and the ones who get the most out of their educations are the 
ones who come to school with the most energy to learn. And—here is an important point—they are not always the most intellectually 
gifted. Sometimes they think slowly. Sometimes they don’t write terribly well, at least at the start. What distinguishes them is that 
they take their lives seriously and they want to figure out how to live them better. These are the ones for whom college education is 
meant for. These are the ones who make you smile when they walk into your office. It is hungry hearts—smart or slow, rich or 
poor—who deserve most a place in college.（Mark Edmundson, International Herald Tribune, March 31, 2012） 
 
 ２）「教員」では，初等，中等学校を含め，日本の最高級の人物が教職を目指すような社会にしてい
くことである。それには職場が大きな魅力を持たなければならない。現状では，あの直方体のコンク
リート校舎と刑務所の中庭のようなグランドを見ただけで，悪寒が走るのではなかろうか。毎年道路
補修に予算消化の税金を浪費するより，同じ建設会社を使って，魅力ある文明国らしい校舎づくりを
継続的に実施していったらどうなのだろう。またどの学校にも美しい森や林があれば，それ自体が人
間を教育してくれるし，そのコミュニティーにとってもかけがえのない資産になる。（群馬大学〔荒牧
キャンパス〕にも，美しいとはお世辞にも言えないが，利根河畔の松林の面影のある小さな林があっ
て，上毛の山々の借景とともに，僅かながらも息のつける場所になっている。）かつて「ふるさと創成
事業」として１億円ずつばらまかれたことがあったが，学校の自然を豊かにすることに使った自治体
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があったのだろうか？ 新たな維持費を増やすだけの不要な新開道路で民家に立ち退きを求めるより，
各学校に林を造るために予算を定常的に投入してはどうなのだろう。５百年も経てば，原生林の趣す
ら出てこよう。学校再生を，現在の日本の美の失せた景観を変えていくための核と位置づければよい。
子供や若者と交わるのが好きで，暖かな人柄を持ち，自分を磨いて倦むことのない人間が好むような
環境を整えて待っていれば，小鳥が豊かな森に自然に集まるように，そうした人材が引き寄せられて
くるはずなのだ。 
 言語教育に無関係な夢物語を述べているように取られるかもしれないが，決してそうではない。森
と建築は，文明・文化の母体であって，英語教育もそうした大きな書割の中で考えていかなければ，
本当に深みのある教育はできない。オックスフォード大学で感心したことの１つは，教員も学生も，
オックスフォードという土地の教育力を信じているということであった。そしてその genius loci には，
中世から手つかずのような自然と建物も，少なからず与っているのである。 
 そして語学教員であれば，採用後に教員が希望すれば，当該言語の研修が受けられるように予算を
惜しまないことである。CAL教室に数千万円投資するよりは，その何百分の１かの予算で，語学教員
に研修を施すほうが，どれだけ費用対効果の高い投資になることか。 
 ３）「教授法」については，（C）でも指摘したが，自分で苦労して掴み取ったもの以外は本物では
ない。外国語教育法の知識は確かに役立つ場合があるが，それは技術的なことにすぎず，演技理論に
よってよい俳優ができるわけではないのと同様，教育の勘所は学問では掴めない。たゆまぬ努力を惜
しまない人材であれば，任せておけばその内自然に掴み取るものだ。信頼することである。 
 ４）「クラスサイズ」は，少数であればあるだけ効果は高まるのだから，教育予算を増やして人員を
増強するか，各大学が履修方法を工夫して，少人数教育を実現してもらいたいものである。 
 ５）「時間」については，全ての学生に対して一律に週１〜２コマという現状は，motivation の高い
学生には完全に不足している。大学の教養カリキュラムの基本的な発想を，「大量生産の工場型」から
「小規模菜園の有機農業型」に変えていかなければ，付け焼き刃的，形式主義的な「グローバル化対
策」を繰り返すばかりで，肯綮に中る解決策はいつまで経っても出てこないであろう。 
 
＊      ＊     ＊     ＊     ＊ 
 
 今回のプロジェクトの成果は，第１に，自分たちの語学教育の経験を，歴史的透視図の中において
見つめ直すことができたことだった。自分たちが思い悩んできた問題は，日本における近代語学教育
の始まりとともについて回っていたわけで，むしろわれわれ以上に時代の荒波に翻弄された先人たち
の苦労が偲ばれた。辞書や情報探索ツールさえ今のようには整っていなかった時代にあって，われわ
れが仰ぎ見るような高い語学力を身につけた先達には，ただただ脱帽せざるを得ない。 
 第２に，情報化の進展は，外国語の修得に対する強い順風であることが確認された。読むことはも
とより，特に聞く力をつける上で，これまでにない恵まれた環境がすでに整っている。そして「聞く」
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力の伸長は，「話す」能力の開発にも次第に道を拓いていくであろう。 
 第３に，英語教育についての神話を整理していく中で，英米のしたたかな言語戦略も，神話創成に
与っていることが仄見えてきた。これまで解せなかったことが腑に落ちるようになった。 
 第４に，現在の英語教育行政が続く限り，中堅の国立大学でも，基礎文法と基礎語彙の訓練をまず
行わなければなければならない必要性を強く感じた。「英語を理解するには文の主動詞がどれであるか
を知る必要がある」とか，「木曜日に」は 英語では “on Thursday(s)” という（書く）とか，adviceの
アクセントは後ろにあるといったような基礎を高校までに修得してもらっていると，大学ではその上
にさらに積み上げていくことができるのだが，今では英語教育行政の補填と観念して，どんなことで
も根気よく行っている。（もっとも塞翁が馬で，この基礎教育の試練のお蔭で，私自身の英語の基礎は
少し堅固なものとなった。）実に多くの学生が，文法や構文や語彙の基礎を初めて知り，自分がこれま
でなぜ英語が分からなかったのかを理解してくれている。それで TOEIC の成績が１点でも高くなる
わけではない。しかし自分を誤魔化しながら生きている灰色の霧の中から抜け出し，晴天白日のもと
で正直な質問ができるようになるのは，何にもまさる教育的成果だと信じている。 
 第５に，自分の現在行っている英語教育の課題がよりはっきり見えてきた。発信能力に関わる部分
を，基礎学習に絡めながらこれまで以上に充実させること，英語テクストの読解で，学生たち自身に
深く考えるよう促すことによって，それが何らかの形で教養形成に繋がるよう一層の工夫をすること，
またその教材について，15週しかないことを思って厳選
、、
すること，さらには，文法・構文・語彙の教
科書を，英語を実用段階に上達させるまでの道筋が具体的に盛り込んであるようなものに拡充してい
くことである。現在は，15週授業を行ってそれきり学生たちと別れてしまい，その後の学習指針が示
されないままになっている。これさえ修得すればという，一生使えるような———教員が学生の側にずっ
と付き添って働きかけているような———顔
、
が
、
見え
、、
声が聞こえるような
、、、、、、、、、
テキストの開発が望まれる。 
 第６に，第２外国語についてその問題の深刻さが浮き彫りになった。盛者必衰の理に照らせば，ア
メリカの一極支配体制がそんなに長続きするはずはなく，何もかも英語にというのは明らかに長期的
展望を欠いた策と言わざるを得ない。アングロ・サクソン諸国との協調も大切ではあるが，日本は，
隣国である中国，韓国，ロシアはもとより，アセアン，太平洋諸島，欧州，イスラム圏，中南米，ア
フリカの国々とも，新しい文明観に基づく友好の輪を，少しずつ拡げていくべきであり，そういう国々
の言語を学んでみたいという青年の initiativeは，大いに奨励しこそすれ，決して挫くべきではない。
例えば親日国であるトルコの人たちとコミュニケーションを取る時に，互いに英語で話すよりも，日
本語やトルコ語で話したほうがどれだけ親密感が増すことか。また大学としても，その facultyは，諸
外国の文明・文化に通じている人材を適正にミックスしてこそバランスのとれた情報収集能力が得ら
れ，多士済々の教授陣の間に談論風発があって初めて互いの知見が高められ，大学のキャンパスは活
気づいていくものだ。英語教員ばかり突出して多くなると，モノカルチャーの虚弱と陰湿を抱え込む
ことになり，時勢が変わった時に万事休すとなる。種々の言語文化圏についての篤実な研究が，平素
から積み重ねられ，どのような変化にも対応できる備えができていてこそ頼もしい国と言える。また，
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情報を求める人がいれば，気さくに分かりやすく伝える労を惜しまない，社会に開かれた，真の意味
での「情報化」（＝民主化）も，新しい文明の１尺度であろう。 
 
＊      ＊     ＊     ＊     ＊ 
 
 これまでの学際・総合研究プロジェクトの中では，（D）「情報社会と『教養』」（2005）と，（E）
「社会情報学としての翻訳論」（2008），及び，（F）「文学メディアと『作者』」（2011）の関連が
深い。（D）（E）は，語学教育との脈絡も意識して書かれたものであり，そう言えば，どのテーマを
扱う時でも，語学教育のことは，いつも頭の隅にあったような気がする。語学教育のテーマを以て本
プロジェクトを締め括ることになったのは，われわれに似つかわしいことだったかもしれない。 
 （D）においては，「教養」が現代において身を託っている様々な要因を分析したのだが，その分析
は 10年を経た今も十分通用するものだと思う。誰しも表向きは教養の重要性を認める。しかし，では
教養科目を教えて下さいというと，ほとんどの大学教員は，あれやこれやの口実を設けて，蜘蛛の子
を散らすように逃げていくのが現実だ。そういう考えや行動様式こそ，日本の教養の貧困を深刻化さ
せている元凶なのだが，なぜ彼らはそのように教養教育を厭うのであろうか？ 
 現代を生き抜いていく最高の武器の１つは「専門性」であるのだから，誰もが「専門性」にこだわ
るのはよく理解できるし，また実際，困った問題の多くが専門知識によってうまく解決されるのも事
実だ。例えば，非常に多くの専門的知識と技術が投入されなければ，トンネル１つ掘れはしない。し
かし人間は，トンネルをうまく掘ることで（自然破壊をする一方で）社会の利便に貢献できるが，そ
れはその人の人間としての社会的価値とは別物である。原発を作るにも恐るべき量の専門知識が要る
ことだろう。しかし原発の意味を洞察するのは専門知識ではない。（B）と（C）でも幾つか例を挙げ
たが，例えば，empathy が弱く冷淡な人間，自分の利害にばかりうるさい人間，偽善的な人間，人を
裏切る人間は，いくら専門知識に優れていても，この世を情けなく住みにくいものにしてしまう存在
でしかない。教養を働かせて，われわれ１人１人の，地球や社会に対する負荷を小さくしていかなけ
れば，地球も社会ももう保たなくなっている。異常気象や膨大な数の自殺者は，そのシグナルである。 
 また（C）で，われわれは個々人が第７の教養の定義を持つべきことを述べたが，私自身のそれは，
私の文明観と繋がっていて，つまり教養は，これからの新しい文明を築いていくためのインフラ（OS）
として位置づけられている。教養は，個人的な品格というようなところに跼蹐させるべきではないし，
訓詁の学でもない。そして新しい文明社会は，根源的な娑婆苦からは逃れられないにしても，今より
も少しばかり，生きやすく希望の持てる社会であるべきだろう。大学の教養科目は，それぞれが，そ
ちらに向かう流れに少しずつ貢献していくのがよいというコンセプトが共有されれば，意義のある教
育になるはずだ。例えば英語であれば，そういう英文テクストを見つけてきて，それを読むことで力
を貸せるだろう。 
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 （D）では，教養と言語との関連について，次のように述べてある。 
 
人文知は，最終的には言語と密接不可分の関係にあるのだから，どのような新しい教養概念が提出されたとしても，そ
れが言語に対する粗笨な意識の上に建設されているのであれば，その概念は非常に脆弱なものにならざるを得ないとい
うことである。人々の言葉がどれだけ生きて働いているかが文化の活性度を測るよい指標になり，どれだけよく統御さ
れているかに教養の高さは窺えるだろう。どのように分断されバラバラになっているかに見える世界にあっても，言語
の統語能力は絶対に自分自身を守ろうとする。そして常に美しさの基準を保とうとする。人文知はその生理を共有して
いると思う。 
 
 現在もこの考えはいささかも変わらない。しかしこれを語学教育の現場に生かすことは，当時は考
えていなかったように思う。教養知の中に，「コネクション」や 「統合」や「芸術性」を司る何か大
事なものが潜んでいるのを感知し，それを強調しただけに留まっている。今回，自分自身の語学教育
を再吟味してみて，このことは，英文テクストの選択にも，学生に対する問いかけにも，そして自分
が講義中に使う言葉にも応用し得るものだと気づかされた。落語家や歌手が言葉を大切にするように，
語学教員も１つ１つの言葉にどれだけ心が籠められるかによって，実用としての語学も，教養教育の
一環としての語学も，その成果に自ずと違いが生じてくるはずだ。こんな当たり前のことを悟るのに
10年も要したのである。 
 
 （E）については，（C）における訳読の効能という部分と相関している。両者とも George Steiner の
翻訳理論の “aggression” のプロセスを重視している。私が受けた大学教育の幸せであった点の１つは，
当時の英語の先生方の見事な訳読に接することができたことであった。高校教育において小器用に訳
せることで得々としていた自分にはとても及ばぬような訳であった。なるほど，英語はあそこまで深
く英語のテクストの中に入り込んで，その《心》を汲み取った訳にしなければならないのだ，あそこ
まで行けて初めて英語を理解していると言えるのだ，と思い知らされたことであった。その体験が 
“aggression” の強調に繋がっているのだろう。英語の呼吸を写した日本語訳ができるようになって初
めて，その英語テクストを自分のものとして理解したことになるのであって，それまでは，分かって
いるといい気になっているだけで，実際には半知半解のレベルに留まっている場合がほとんどである。 
 （C）の，和英翻訳は英作文とは似て非なるものだという論点については，プロの和英翻訳者の思
考過程を述べた興味深い文章から，その一節を補遺として引用しておく。実に様々の微妙な配慮が，
蜘蛛の巣のように張り巡らされていることが窺えるかと思う。 
 
Let’s say I am going to translate a sentence. First, I look at my text, a simple workaday source text: データベースの検索手順を次
の図に示します. I say to myself, it’s Japanese. Then I read it. Well, actually I scan it first to get a feel: データベース，手順. It’s a 
familiar subject, instructions about software. I can read it fluently and just take in the meaning. It refers to something that is next, a 
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figure, so I look at the figure. I see how long the procedure is, who does what. It is time for a test translation. I disengage from 
Japanese and switch to thinking in English. Database. No, procedure should come before database. No, search procedure. A 
database search procedure, or a procedure for searching a database. And a next figure, which is shown there. So that’s what it says: 
The database search procedure is shown in the next figure. My translator experience rejects this as too Japanese, too faux-English. 
The next figure shows the database search procedure. Or is it the following figure, or the figure below? Is it shown or illustrated or 
depicted? I decide: The following figure shows the procedure for searching a database. Is it the database? I have to read a bit more 
for that one, both before and after my text. A database it is. …（中略）… 
  〔訳〕The figure below shows the procedure for searching a database. 
                    (Michael Karpa, “Slave to the Word,” SWET Newsletter, November 2011, p. 4.) 
 
 これだけ単純な文でも，言語的な触覚が細やかに揺れ動きながら翻訳は翻訳になっていく。教養の
「コネクション」や 「統合」や「芸術性」の機能の心配りもそれと似て，粘菌のような，ミクロの世
界の摩訶不思議な生理を有しているに違いない。近代以前の学問は，もっぱら古典の翻訳に依拠して
いたわけだが，それは古典の内容を学ぶこともさりながら，翻訳する過程で，学生たちは諸々の教養
的価値に繋がる何かを吸収していたのである。翻訳は，知的・精神的な depth and fine coordination を
身につけるための，優れた訓練になり得るのであって，政治家や官僚といった，最も重要な意思決定
を司る職には，深い専門知識とともに，厳しい教養教育———例えば語学教育———の薫陶を受けた人が就
くのが望ましいように思われる。旧制高校のドイツ語の授業は，40 名中 16 名しか卒業させないほど
スパルタ的な場合もあったと聞く（語学研究所〔編〕『随筆集 日本人と外国語』〔開拓社，1966 年〕
p. 263）。教育は一方に楽しさや笑いが必要であっても，一方に厳しさがなくてはおしまいだ。日本人
の英語力が，中国や韓国に比べ見劣りがするようになったのは，教授法の違いではなく，教える側の
厳しさの欠如，学ぶ側の真剣さの不足のゆえであろう。 
 
（E）で考察したのは，文学テクストの価値の整理であった。 
 
 ①文学は歴史の生きた記録である。読者に歴史的経験のイリュージョンを与える。  
 ②文学は，《神話》，《ドラマ》の保存・伝播メディアである。 
 ③文学は，悲劇的感興，喜劇的感興，哄笑，ユーモア，ペーソス，自己省察，瞑想，幻想，啓示，思想，社会的批判，
芸術観等の，感情・認識を，読者と分かち合うことによって，ないしは戦わせ合うことによって，内的なコミュニケー
ションを行うことができるメディアである。  
 ④文学は，言葉がクリッシェに陥ることから守るための装置である。  
 
 今これを見ても，何ら変更を加える要を認めない。これらは自分が実際に体験してきたものばかり
である。そしてよく考えてみれば，これらはすべて教養的価値に直接，間接に通じている。知性や精
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神に holistic perspective を与え，現在の「文明」の病巣を看破し，新たな文明のビジョンを脳裡に映
し宿すための目を与えてくれるからである。そうであれば，大学の授業という貴重な時間を，これら
と無縁の，無味乾燥な，ないし大脳皮質前頭野ばかりを刺激するテクストにばかり使うのも如何なも
のであろう。現代人は文学を小馬鹿にすることを以て，一端の人間であることの証にしたがる風があ
るが，そのためにどれだけ大きな損失を被っているかには鈍感である。まさに Philistinism である。
例えば，ある著名なジャーナリストは，自分は20代まではフィクションもよく読んでいたが，30代前
半で，人生の貴重な時間の無駄遣いだと思って，読むのを止めたと言っている。その結果，彼の著作
は，安手の言葉で書きなぐられたようなものとなり，その文章は，知的刺激には富むものの，心に残
るような言葉はほとんど見つからないのである。 
 英語の授業で使う読解のテクストをすべて文学にすることには確かに問題があるが，10％〜20％く
らいの比率で混入させても悪くはないだろうと思い直すようになった。とくに現在の中堅大学の学生
は，隠喩や，ユーモア／アイロニーに対する感受力に，驚くほどの脆さを持つので，それらを含むテ
クストなど効果的ではなかろうか。文学テクストの面白さと大切さを知ることによって，文学を小馬
鹿にする病から自由になるだけでも，大きな成果であろう。 
 （F）で書いたことの１つは，文学テクストは様々な要素が入り込んだものであって，読者がそれ
らを味わうには，知性及び心に備わった諸能力を総合的に働かせなければならないというものだった。
実際，近ごろ流行の，知的刺激ばかりを追求した “thrilling” な文章や，科学性・論理性に自縄自縛さ
れたような学術的文章や，官僚的・事務的文章と否応なくつき合わされた後で優れた文学を読むと，
それこそ干天の慈雨，言葉自体が甘露のようにすら感じられる。そのことは，知的に偏向した思考や
文章に埋もれて生きていると，知性や心に本来具備されている諸能力の多くが退化し，住んでいる精
神世界が萎靡し，神経が硬化してしまいかねないことを警告している。本来感受されるべきものが感
受されなくなり，潜在意識的なルサンチマンが醸成され，それと知的高慢が化合すると，小うるさく
嫌味な日本のインテリが出来上がるように見える。教養の１つの効能は，知性や心の地平を拡げ，し
なやかさと強靭さを高めることなのだから，文学テクストが教養育成の方便になり得ることは，もっ
と考慮されて然るべきかと思う。 
 島国の日本は，ひとたび強力なミームが形成されるとまたたくまに全土に伝染し，常軌を逸した程
度にまで拘束性を帯びる弊がある。文学研究では作者に言及してはいけないとか，英語の授業で文学
を教えてはいけないとか，どう見てもおかしな，一種のヒステリー症状にまで昂進することがある。
「空気」が社会全体を呪縛し，「空気を読む」ことが強迫的になる社会は，精神のひ弱な未熟社会で
ある。和して同ぜずの精神がもう少し強くあっても悪くはないと思われる。 
 優れた文学テクストには，ほとんど１文たりともクリシェがないゆえに，初学者にとってはどうし
ても難しくなるし，現実の社会に流通しているのがほとんど非文学テクストである以上，それに合わ
せるのが実際的であるという理由で，英語の授業に文学テクストばかりを使うのは考えものであるの
だが，だからと言って，文学を魔女狩りの対象にするのは，どう見ても病理的である。言語学習的価
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値と教養的価値を併せ持つような文学テクストの発掘・開拓と，その工夫された部分的利用は，英語
教員の重要な仕事の１つであろう。新しい文明が，優れた文学なしに可能だとは思えない。 
 
＊      ＊     ＊     ＊     ＊ 
 
 「情報文化論」に関するこの一連の「学際・総合研究プロジェクト」は，今回でちょうど 10回目を
数える。担当者は両名とも，1994年に旧教養部の語学教室から社会情報学部に配置替えとなり，専門
領域として「情報文化論」を担当することになった。「情報文化」という，無限の２乗のような研究領
域名には———容易に想像できるであろうが———気恥ずかしさを覚えたものだった。文学の研究をすると
きには，特定の時代，特定の作家，特定の作品，特定の視点というふうに狭く狭く絞っていくのが常
道であったが，学際領域ではそれとは逆に，自己拡散の努力をしなければならなくなったのである。 
 最初の頃の授業は，英語の授業以上の迷走となった。毎年，あれやこれやの試行を重ねてみたが，
どれ１つとして満足のいくものはなく，自分の知識・認識体系全体をどうにかして変えていく以外に
打つ手はなかった。出自が文学畑の人間であるから，文学を中心にして，隣接する領域にとにかく１
つずつ手を染めてみようと思いを定めたのが，学部創立からほぼ 10年を経た頃であった。ちょうど創
立 10周年記念事業として『群馬大学社会情報学ハンドブック』が刊行され，そこに「情報文化論の構
図」という見取り図を描き，その青写真に沿うように研究を進めていくことにした。それから毎年，
今年はこのテーマでと，その時々の関心に応じて「学際・総合研究プロジェクト」を組んでは，この
『社会情報学部研究論集』のために執筆してきた。そして再び 10年が，木霊のように過ぎていった。 
 旧教養部時代に感じていた不満は，教養部の内部が，皮肉にも高く厚い壁に囲まれていて，風通し
がきわめて悪いということだった。人社系，自然系，語学系，体育系と分断され，語学系の中も，英
語と独仏語の間には隔てがあり，交流はあってもきわめて限られていた。英語教室の中でさえ，他の
教員の研究領域に踏み込むことはタブー視されていた。そういう意味で，旧教養部が改組されて成っ
た社会情報学部において，学際性が打ち出され，因習的な壁が少し取り払われ，いろいろな方面から
吹いてくる新しい風に頬を吹かれるのは，現実の苦労を度外視すれば，悪い気分ではなかった。 
 しかし還暦をとうに過ぎての「手習い」も良し悪しというもの，「学際・総合研究プロジェクト」が
打ち切られたのを天来の cueとして，今回を以て我が身の壊し納めとすることにした。正直なところ，
いろいろと心残りがなくもないが，それは措くとして，「情報文化論」の授業にとって，このプロジェ
クトは文句なく役立ってくれた。授業でどんな内容を扱うにしても，様々な隣接領域に少しでもアン
テナが張ってあれば，そこから入ってくる情報は，必ずどこかで関連してきて参考になった。 
 「書く」という行為の重要性を再認識したのも収穫であった。それまで雑然としていた頭の中の考
えが，書くことによって整理され，組織化されていくという効能には馴染みがあったが，創造的契機
の豊かさは予想を超えるものであった。文献を読んで考えているだけでは，考えは堂々巡りになるこ
とが多く，書くという肉体的な行為の中で，ようやく考えは，前へ，奥へとのろのろ進んでいった。
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書いている最中に諸々の繋がりに気づいたり，新しい暗示を得たりしたことも少なからずあった。無
論，長期の沈潜と発酵という深層でのプロセスが，文系の研究にとっての正統であることに変わりは
ないが，それと併行して，情報の摂取と発信を，互に刺激を与え合うよう工夫しつつ，一定のリズム
を以てサイクル化するのも，この目まぐるしい時代においては，悪くない方法であるように思われた。 
 また異なった領域について書こうとすると，これまでとは違う文体が必要とされるがゆえに，それ
が，これまでの自分の旧い皮を脱ぎ，新しい繭づくりをする手蔓になってくれた。特に，ごく簡単な
歴史であっても，それを「物語る」ことによる過去の喚起力には目を見張る思いがした。invocation は
書くこと自体の中に存しているのだ。 
 
 今後は，これまで書き散らしてきた様々な思考の断片を拾い集め，それらを統合する方向で研究を
継続していければと願っている。多分自分の研究の収斂していく先は，メディアや情報を包摂する「文
明」という概念を更新しながら，その古くて新しい展望の中で，優れた文学を読み直すことにあるの
ではないかと感じている。 
 語学教育に関しては，先行きの案じられることが頻々と目につくようになってきた。政府は相変わ
らず，偏差値やら世界ランキングやらの視点でしか物事を見ようとせず，大学は立場上，監督官庁に
従わねばならず，マスコミも政府のマウスピースにすぎず，政府批判を司る骨っぽい社会的機能がど
こにも見当たらないため，政府の指令が，全体主義国家なみに，教育現場を直撃するようになった。
2013年 12月 13日，文科省は今年度から始めた高校での英語による授業を，2020年度から中学英語に
も適用することを決めた。この「受験英語からコミュニケーション英語へ」という，論考本文でも批
判してある，考え抜かれていないイメージ思考により，平均的な日本人の英語基礎力のさらなる低下
と，知的退行の禍根は，悪くすると数十年先の将来にまで及ぶことになるかもしれない。センター試
験や原発の二の舞，三の舞である。英語の基礎———そこには「受験英語」も「コミュニケーション英語」
もあるまい———をしっかりさせることによって，社会の情報化の長所を取り込んでいくような立案をな
ぜしないのだろうか？ 伝統を侮蔑するのではなく，伝統の良いところを新しい状況の中で生かしてい
くという自然で建設的な考え方がなぜできないのだろうか？ しかし事ここに及んでは，もはや雄牛を
陶器店から連れ出すことはできない。教訓が再び学ばれ，人々に言語教育の現実がよりよく見えるよ
うになるまで，「民」と「私」で何とか踏ん張って，高度情報社会の利点を上手く使いながら，禍を
転じて福となすでいくしかないし，またひょっとしたら，そのほうがいいのかもしれない。 
 
 最後になったが，どんなテーマにも快く応じ，ディスカッションの場においても，論文本体におい
ても，いつも該博な知識と鋭い洞察を披歴して下さった荒木詳二教授と，10年に亙り本プロジェクト
を支援してくれ，今年めでたく創設 20周年を迎えた社会情報学部に対し，衷心よりの謝意を表したい。 
 
（南谷覺正） 
